
 

 

 

 

第 1478 回例会報告          平成２８年１０月１３日（木）晴れ 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        37 名 
出席者数     31 名 
出 席 率    86.1％ 
前回修正    88.9％ 

■ニコニコ BOX 

８名    36,000 円 

累  計  151,300 円 
目標額   60 万円 
達成率    25.2％ 

■今週のことば 

皆様には大変お世話になりました。良い葬儀ができまし
た。                         渡邊芳紀 

昨日５０回目の結婚記念日を迎えました。共に白髪（シ
ラガ）夫婦です。                  林洋三 

諏訪圏工業メッセ１５回目が始まりました。１３．１４．１５
の三日間です。お越しをお待ちいたしております。                                       

御子柴文夫 
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会長挨拶 

会長 河西達雄 

会員拡大は急務です 
先日２６００地区会員増強セミナー諏訪グルー

プの勉強会が開催され、平山職業奉仕委員長とと

もに参加してまいりました。 

このセミナーは、2016-2017 年度が始まる前か

らたびたび開催され今回で４回目となります。

並々ならぬ地区の危機感を感じますが、これは他

人事でなく私たちのクラブにとっても最重要課題

であります。会員増強特別委員会は１１月に入り

次第活動を始めますが、いただいた資料のうち大

切だなと思うことを少し紹介させていただきます。 

会員増強を図るための具体的な活動 

１.入会しやすいクラブとなる。そのためには→ 

（1）クラブの強み・弱みを認識し「会員増強計画」

を作成する。 

（2）入会金・年会費、及び例会日等について検討

し入会し易いクラプとなる。  

2．公共イメージを向上する。 そのためには→ 

（1）奉仕活動等を積極的に企画し、社会に認めら

れる元気なクラブ及びロータリアンとなる。 

（2）メディア等を括用し、ロータリークラブの知名

度、及び魅力等の向上をはかる。  

3．会員増強括動を促進する。そのために→ 

（1）例会等で会員増強の必要性を説明し、会員全

員で会貞増強括動を行う。 

（2）会員から「一会員一紹介」を目標に推薦状の

提出をお願いする。 

（3）（4）(5)（６）略 

（7）クラブ地区内をグループ分けし、担当地区毎

に入会候補者のリストアップ及び勧誘を行う。 

４．入会勧誘を積極的に行う。そのために→ 

（1）「入会侯補者リスト」を作成し会員に周知すると

共に、継続的に入会候補者を勧誘する。 

（2）入会侯補者の勧誘状況と、その結果を会員に

報告する 

（3）ロータリー冊子の活用による勧誘を行う 

（4）入会侯禰者をクラブ、及び同好会等に誘う。 

この後資料は退会防止へと続きます。 

言われてみれば当たり前のことですが、文書化し

目で確認することの大切さを感じます。 

会員拡大は急務です。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

1）シンポジウム「未来の下諏訪教育を語る会」開

催について先日卓話をいただきました南小学校

河西先生、松崎教育長から案内が来ています 

ぜひ参加したいと思いますので、青少年奉仕委

員会などと相談し参加者を決めたいと思います。 

参加希望者は宮坂英貴青少年奉仕委員長までＦ

ＡＸで連絡ください" 

2）１１月４日諏訪グループ新会員セミナーを行い

ます。会長・幹事・入会３年未満の会員が出席義
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務ですが、一般参加も歓迎です。案内を回覧しま

す。ご確認ください。 

参加費用の負担割合については、次回理事会で

決定します。" 

【連絡事項】 

1）１６日の地区大会、本日最終確認をいたします。

参加者には、集合場所、分乗方法などについて

明日連絡いたします。" 

【受領文書】 

1ハイライト米山が届きました。 

2 ロータリーコーディネーターニュースが届いてい

ます。 

3 大津中央ロータリークラブから事業報告書とウィ

ークリーが届きました。 

会員挨拶 

渡邊芳紀会員、北原厚子会員より会葬お御礼

の挨拶がありました。 

また渡邊会員からは遺志金をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の誕生祝は御子柴会員、三村会員、山崎会員でした 

第1478回例会 

ロータリー財団と米山奨学会!  

会員卓話 

担当 国際奉仕委員会 

本日の例会は国際奉仕委員会によるロータリ

ー財団と米山奨学会の解説でした。 

米山奨学会の仕組みをパワーポイントを使い

林洋三会員が、ロータリー財団については渡邊芳

紀会員が説明をしていただきました。 

仕組みは若干複雑ですが、寄付もロータリアン

の大切な務めです。来月から始まる寄付募集は

地区目標 財団一人２００ドル、米山一人2万円を

達成できるよう協力しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米山説明の林洋三会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団説明の渡邊会員とコーディネーター高林委員長 

 

地区大会へ参加しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡邊２６００地区国際奉仕委員長と大澤ガバナ

ー補佐、会長、幹事は１０月１５日から、グレンドリ

ヌさんを含めた１０名（総勢１４名）が１６日の地区

大会に参加しました。 

参加すればそれなりに有意義な大会です。来

年はもっとたくさんの人で参加しましょう。 


